
ど
の
歴
史
の
正
し
い
名
称
は
、
ｇ
の
－
ず
胃
Ｉ
鴨
の
鴇
Ｉ
冨
騒
冨
冨
ロ
ー
冨

毒
一
瞬
②
堅
’
ず
嗜
の
邑
○
毒
Ｃ
”
－
］
愚
評
Ｉ
毎
丘
葺
屋
ロ
ー
頤
ご
昼
切
、
の
崖
言
１
Ｈ
葛
ご
吋
冨
．
ｉ
も
○
○
寄

呂
了
冒
風
切
目
。
「
善
逝
の
教
の
明
か
と
な
る
法
の
生
処
た
る
繋
典
の
宝
蔽、

」
と
言
ひ
、
そ
の
餐
末
に
記
さ
る
鰐
所
に
従
へ
ぼ
、
著
者
プ
ト
Ｘ
胃
１

・
８
８
三
十
三
才
の
言
ｏ
官
－
℃
言
１
置
賃
１
８
三
即
ち
壬
戌
の
年
（
Ａ
ｏ
Ｄ

二
三
二
ｃ
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

本
書
の
丙
容
に
関
し
て
は
、
東
洋
文
庫
汚
職
の
勇
曽
１
功
箭
厚
昌
Ｉ
宮

〔
札
什
倫
布
〕
版
に
依
れ
ば
、
全
冊
一
面
四
枚
が
三
十
九
枚
目
の
裏
一
行

目
（
碧
言
と
記
す
、
以
下
同
じ
）
蓑
で
を
境
と
し
三
一
部
分
に
分
ち
得
る
。

即
ち
巻
首
よ
り
鷺
ご
全
で
の
第
一
部
に
於
て
は
始
迩
に
仏
徳
讃
嘆
の
数
類

窪
述
べ
（
麺
聡
ま
で
）
、
本
文
に
入
っ
て
は
、
①
仏
教
修
学
の
功
徳
、
特
に

教
法
の
宣
布
が
即
ち
仏
陀
を
敬
ふ
所
以
な
る
事
等
を
述
べ
Ｑ
雷
訣
ｇ

＠
次
に
仏
教
の
文
献
に
関
し
、
経
論
一
般
に
互
ｂ
、
特
に
弓
目
。
ｍ
員
法
〕

の
概
念
規
定
を
篤
し
（
醗
脚
諏
裳
で
）

ブ
ト
ン
「
善
逝
史
‐
一
に
引
用
せ
ら

れ
し
法
華
經
に
就
い
て

へ

ご

矢
崎
正
見

然
ら
ば
、
斯
く
の
如
き
内
容
を
有
す
る
善
逝
史
中
に
法
華
経
は
如
何
に
引

用
せ
ら
れ
て
居
る
か
と
言
ふ
に
、

Ａ
「
教
法
の
性
格
」
に
関
し
特
に
教
法
宣
布
の
方
法
に
就
い
て
、
こ
の
部

分
の
引
用
文
が
最
も
長
く
、

③
第
三
に
ご
罵
言
毎
１
９
。
こ
〔
教
一
に
就
い
て
、
所
証
の
法
と
し
て
の

教
の
性
格
を
分
析
し
、
総
じ
て
爵
負
ｇ
Ｉ
碕
冒
の
１
句
Ｔ
号
８
－
『
〔
仏
法
〕

の
目
的
と
す
る
処
を
如
何
に
党
知
す
べ
き
か
を
述
べ
て
第
一
部
を
総
ろ
。

（
碧
豊
ま
で
）
。
斯
く
て
、
第
一
部
は
そ
の
一
内
容
が
仏
教
の
手
引
獄
論
の

如
き
観
を
呈
し
て
居
る
が
、
第
二
部
に
入
三
」
は
所
謂
仏
教
史
と
な
り
、

そ
の
丙
容
は

１
佛
陀
釈
尊
に
関
じ
、
そ
の
一
代
の
伝
記

２
経
典
結
集
の
歴
史

３
龍
樹
・
目
称
・
惟
親
等
の
諸
論
師
の
伝
記

４
パ
ー
｜
三
等
の
文
典
家
の
略
史

５
月
ｇ
Ｉ
ｇ
ｏ
凰
瞥
目
Ｉ
爵
昌
（
卜
、
リ
ニ
ャ
ン
ッ
手
ン
王
）
を
中
心
と

す
る
伝
誘
時
代
よ
り
喝
１
く
Ｃ
ｌ
号
（
何
提
抄
）
に
至
る
ま
で
の
西
藏
仏
教

史
等
を
主
な
る
項
目
と
し
、
巻
末
に
諸
経
論
の
索
引
を
附
し
．
最
後
に
前

記
の
如
く
「
と
の
雷
は
尉
胃
Ｃ
ｌ
答
ロ
ー
息
の
国
舞
目
に
よ
り
云
童
２

シ
版
二
四
四
）
と
記
し
て
女
を
結
ん
で
居
る
の
で
あ
る
。

（
一
一
〕
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